【別紙】

御嵩町環境基本計画における重点エコプロジェクトの活動に関する意見書



（１）重点エコプロジェクトの総括意見
環境基本計画第3次改訂版の取組が平成29年度からスタートし平成30年度 
重点エコプロジェクトの活動について、積極的に事業展開されていることは評価できる。
各重点エコプロジェクトの活動実績は、5段階評価で評価A（100％達成）が50項目、評価B（75％程度達成）が5項目、評価C（50％程度達成）は6項目、評価D（25％程度達成）は0項目、評価E（未着手）は1項目であった。評価E（未着手）は豚コレラによるイベントの自粛により1項目あるものの、評価Dが0項目となっており、全体的には十分な成果が得られたことは、評価項目から判断できる。今後においても、重点エコプロジェクトの１つである「【里山保全】みたけの里山・森林とふれあおう」については、豚コレラによるイベントの自粛により事業展開が難しくなると思われるが、状況を確認しながら、次年度の展開に反映していただきたい。

（２）重点エコプロジェクト推進に向けての意見
　新たに策定された
重点エコプロジェクトの各施策を推進していくことにおいて、町行政には次の事項について一層の鋭意努力を望むものである。
1 
2 新重点エコプロジェクトの取組により住民の学ぶ機会を増やし、環境に対する考え方を知っていただけるよう積極的に活動に取り組んでいただきたい。
3 重点エコプロジェクトを進めていくには、行政、事業者、住民が協力して取り組むことが必要であることは理解している。住民（住民団体含む）の参加者や支援者が増え、より一層活動が活性化されることを望みます。
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（別添　重点エコプロジェクト活動実績報告書参照）

